
千歳高校国際教養科通信 第５号 令和 5年 8月 25日（金） 

Hospitality ～おもてなし～ 

                    

★国際教養科：夏期休業中の活動報告 

＜道教委主催 S-TEAM教育推進事業「社会との共創」推進プロジェクト 

グローバル型オンラインセミナー①＞  

 ７月 27 日（木）、SDGs 等地球規模の課題の解決に向けた探究活動の一環として開催された上記のセ

ミナーに１年３組の５名（内田愛美さん、佐藤杏菜さん、佐藤大夢くん、中村春菜さん、ヌリハミダさ

ん）が参加しました。午前は探究の進め方などの説明を受け、午後からは「英語で探究活動をすること

の意義」について、大学の先生からの講義の後、全道から参加した８校（札幌国際情報高校、登別明日

中等教育学校、浦河高校、函館西高校、帯広柏葉高校、鹿追高校、釧路湖陵高校）の生徒と “Japan 

should accept more refugees and immigrants in trouble.”について、英語で意見を交わしました。

参加した生徒にとってとても学びのあるセミナーとなりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜千歳市「エリア・プラットフォーム事業  

空と川の OUTDOOR FESTIVAL 2023＞    

７月２９日（土）、３０日（日）の両日、千歳市グリーンベルトにて、千歳市主催による、航空祭との

大型コラボイベント「空と川の OUTDOOR FESTIVAL 2023」が開催されました。 

今年度は、３年３組の生徒が、シャッターアート制作や壁画制作などでご活躍されている Noji 様と「道

路アート」の制作と、来場者に千歳市の魅力についてのアンケート依頼をする業務に携わりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

これまで、千歳高校国際教養科は、千歳市をはじめ、官民連携して、「グリーンベルト周辺のまちの中

心部が今よりももっと“魅力的”で“日常的に活気あふれる”まちになるように、みんなで取組むまち

づくり」のためにスタートした「エリア・プラットフォーム事業」に参加していましたが、このフェス

ティバルがその事業の集大成の１つとなりました。 

今後は、新たなエリア・プラットフォーム事業が立ちあがり、本校国際教養科もその事業に継続参加

させていただくことになりました。 

 この事業への参加が、まさに、Think Globally, Act Locally という、本校国際教養科の学科目標の３

本柱の１つとなっております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


